
 

―７９― 

 

 

   開     議 

 

 

○小関勝助議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○小関勝助議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 町田義昭議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 順位６番、議席番号10番、町田

義昭議員。 

  （10番町田義昭議員登壇） 

○１０番 町田義昭議員 おはようございます。 

 おはようございますという挨拶で一般質問を

するのは久しぶりでございます。大概私も皆さ

んも眠りを覚えたころの時間帯にほとんどやっ

ておりますので、すがすがしい気持ちでできま

すし、聞く側もすがすがしい気持ちで聞いてく

れるのではないかなと、そんなように思ってお

るところでございます。 

 私は、ことしになって意外と心配的な言葉を

地域の皆さんと話をしたりしておるんでありま

すけれども、このたびは余りそういうマイナス

思考でない感じ方をしていることが一つござい

ます。それを紹介したいなと思います。 

 期待をしているのは、ささやかなんですけど

も、去年、道照寺平に、梅津議員に種子をいた

だいたコスモスが生まれました。そして育った

んでありますけども、本当にわずかなコスモス

ですけども、ことしはどのようになるのかなと

いうことで期待をしております。その期待感い

っぱいで今いるんですけども、ただし、今、除

草剤というものがありますので、それを知らな

いでかけられてしまうと一発でだめになるとい

う要素も含んでおりますので、そうしたものは

どのようにしてクリアできるのかなと今思って

おります。 

 また、私は道照寺平スキー場の通年利用とい

うものをやるべきでないかなと、あれはやった

ほうがいいのでないかなということをずっと申

し上げてきましたし、そしてその中で、長井市

の絶景というのはもしかするとたくさんあるの

かもしれませんけども、その中で熊野の山から

見た長井市市内の絶景、あるいは百秋湖を取り

巻く状況というものは本当にきれいだというこ

とで、ぜひ市民の皆さんに体験をしてこの目で

確かめていただければ、長井をさらにいいまち

だなということを実感できるんではないかとい

うことを申し上げてきました。それがようやく

行政のほうでも動いていただいたのかわかりま

せんけども、このたびの市報の中で、熊野の山

に登りませんかという募集が出ておりました。

これは花スポのほうでやっていただいたんだそ

うでございますけども、本当にいいことだなと、

そう思いました。登った方は必ず感動するんで

ないかなと、そのように思っております。また、

カメラを愛好家の皆さんは、私も時々見ました

けども、あそこへ行っていい写真を撮ってきた

よということで紹介していただいたり写真を頂
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戴したり、そんなこともしているわけで、本当

にささやかで身近なことなんですけども、長井

市にあるものを発見するということは長井市の

市民として大事なことでないかなと、そんなよ

うに思った次第でございます。そういうちょっ

と前置きをしまして、一般質問に入らせていた

だきます。 

 長井市のまちづくりが後世に負担の少ないこ

とを願いながら一般質問をさせていただきます。 

 既にご案内のとおり、地球規模での環境の気

象問題について議論され久しいわけであります。

ましてやその間、何ひとつ改善されないまま、

年を追うごとにＰＭ2.5のような新しいものが

出現しております。そのような世界状況でござ

います。 

 このたび、第３次長井市環境基本計画が示さ

れました。平成９年に１次、平成17年に２次計

画が作成されております。自然環境に恵まれた

長井市を考えたとき、余り関心を示さなかった

ことに、今、自分を反省しておるところでござ

います。計画の基本事項では、第１次、第２次

計画の基本理念を継承してとあります。１に物

は使い捨てでなく循環させる循環の理念、２つ

に自然の営みを大切にする共生の理念、３つに

環境をよくする仕組みをつくる協働の理念と、

３本の柱でできております。この環境計画は持

続可能なまちづくりの基本であり、先人から受

け継ぎお借りしている住みやすい、よき郷土を

汚すことなく後世に送り届けることが今の私た

ちの使命であり、責任であると考えております。 

 質問に入りますが、温室ガス排出抑制などに

関する主な課題の中で、環境行動の実践や地球

温暖化問題の関心を高めるため、イベントや学

習会の開催などの普及啓発が必要でありますが、

前回までの活動を紹介していただき、今後事業

所、気象団体、そして市民レベルにどのような

方法があるのかお聞かせください。 

 次に、温室効果ガス削減と石油代替エネルギ

ーの導入のために太陽光発電などの再生可能エ

ネルギーの利用やバイオマスなどの利用促進が

望まれます。そのための太陽光発電システムな

どの設置に対する補助制度の充実が必要ですと

ありますが、既に当市においては小水力発電や

バイオマス発電の実践自治体として取り組んで

おりますが、太陽光発電に関して市独自の制度

を考えておられるのか、お聞かせをいただきた

いと思います。 

 次に、市民、事業者の積極的な環境行動の実

践を促すために、行政による率先行動、率先導

入が必要であるとありますが、当市においては

光熱費の削減にもつながるＬＥＤ照明への交換

を積極的に行っていますが、目標に対する進捗

をお聞かせをいただきたいと思います。 

 次に、自然との豊かな触れ合い、環境に配慮

したまちづくりでは、都市公園の安全面の改善

や植栽木の手入れを適時行っており、施設の老

朽化対策を初め、より訪れたい公園とすること

が望まれますとあります。私の見る限りでは、

松ヶ池公園、あやめ公園の木には何十年も床屋

さんに来ていただいていないと思います。また、

公園全体が樹木で覆われ、太陽の光が地面に降

り注がれなく、自分で支え切れない樹木もある

のではないかと心配しております。また、街路

樹に関しては、危険と思われるものは整理され、

花壇にされておるようでありますけれども、一

部路線に手がつけられない状態で、景観上はも

ちろんでありますが、突風、竜巻などによる倒

木が心配であります。また、秋の落ち葉は風が

運んでくれるのを待っているかのようです。こ

うした状況について、考え方をお聞かせくださ

い。 

 この項目の最後になりますが、自然環境の保

全対策は生活の多様化、就業体系などの変化に

より、除草剤の使用が多くなりました。農業関

係から始まり、今では全市民的な利用になって

いるようであります。これからの国土の保全は、
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除草剤抜きでは語れないのが現状であります。

今までは草木の根が国土を守ってきたわけであ

りますが、根が枯れた状態では鉄筋の入らない

建物と同じで、土壌の侵食、流出や水路などの

コンクリート製品の劣化など、将来の維持管理

は予想以上の財政負担を生じるのではないかと

考えております。将来に向けた準備、対応など

がありましたらお聞かせください。 

 次に、大きな２番のふるさと祭り東京につい

て質問をいたします。 

 このイベントの主催はフジテレビ、文化放送、

東京ドームで、ことし１月10日から19日まで、

東京ドームで開催されております。全国各地の

祭りとうまいもんがコラボレーションされなが

ら、地域の文化、芸能やＢ級グルメ、地酒、地

ビール、多種多様のスイーツが勢ぞろいするの

だそうです。たまたまテレビで紹介があり、す

ごいと感じました。後に企画調整課長に、ぜひ

職員を研修させてはいかがですかと問いました。

早速応えていただき、参加してくださったよう

でございます。この機会に状況を報告していた

だき、今後の長井市の観光行政に生かせればと

思っておりますが、これに関してご意見をお聞

かせいただきたいと思います。 

 壇上からの質問はこれで終わります。ありが

とうございます。（拍手） 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 町田義昭議員のご質問にお答えいたします。 

 議員から大きく２つご質問いただきました。

ご質問というより、ご提言を含め、いろいろご

意見を頂戴したところでございます。 

 まず、最初の第３次長井市環境基本計画から

ということで５点ほど、ご提言も含めてご質問

いただいておりますので、順次お答え申し上げ

ます。 

 まず最初に、温暖化問題への関心を高めるた

めのイベントや学習会などの普及啓発が必要と

あるが、その具体策はどうなっているのかとい

うことでございます。 

 これは町田議員ご指摘のとおり、第３次環境

基本計画では、温室効果ガス排出抑制などに関

する主な課題の項で、地球温暖化問題への関心

の向上、積極的な環境行動の実践を掲げまして、

地球温暖化問題への関心を高めるためのイベン

トや学習会開催などの普及啓発が必要としてお

ります。これまでは長井市衛生組合連合会の事

業といたしまして、地球温暖化防止に関する環

境講演会、また、小・中学生を対象とした環境

ポスターコンクール、また、衛生組合連合会と

中央衛生組合との合同視察研修会を開催するな

どして、主に衛生組合の関係者の皆様、また市

内の小・中学生に、そういった普及啓発活動を

実践してきたところです。このうち環境講演会

については、毎年同じような話ということでマ

ンネリ化してるんではないかというご指摘もあ

って、昨年度は実施されず、今年度も現在のと

ころ実施の計画はないという状況です。 

 この環境講演会など、学習の機会については

改めて構築していかなければならないというふ

うに考えておりまして、議員からのご指摘によ

りまして、ぜひ衛生組合連合会を含め、環境に

関する団体等の皆様からいろいろなご意見をい

ただいて検討していかなければならないと考え

ております。 

 また、第３次環境基本計画にも記載されてお

りますが、本市の場合、地球温暖化対策推進法

に基づく地球温暖化対策地域協議会が、これは

設置義務がないということで設置されておりま

せん。そんなこともあって、地球温暖化対策の

受け皿の整備が不十分ではないかと思います。

今後、衛生組合連合会などのほか、地球温暖化

対策地域協議会の設置なども含めて、地球温暖

化対策の推進方法の検討が必要であるというふ

うに思います。 

 次に、２点目の太陽光発電システムなどの設
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置に対する補助制度の充実についてということ

への質問でございますが、太陽光発電に関する

市独自の制度としては、再生可能エネルギー設

備導入事業費補助金というものを今年度から実

施しております。この再生可能エネルギー設備

導入事業費補助金については、昨年度までは国

と県の制度だけでございまして、長井市の単独

事業としては実施しておりませんでした。しか

し、昨年度の第３次長井市環境基本計画の策定

に当たり、生産活動や生活環境全般について、

それぞれの立場から環境に配慮した循環型のま

ちづくりを目指し、省資源、省エネルギーや再

生可能エネルギーの利活用を推進することを重

点的な施策目標に掲げたことを受けまして、今

年度から長井市単独の再生可能エネルギー設備

導入補助金制度を新設したものでございます。 

 具体的には、県が単独で実施しております再

生可能エネルギー設備導入補助金の一部に上乗

せする形態にしておりまして、太陽光発電設備

につきましては、１キロワット当たり２万円、

上限で10万円です。それから、木質バイオマス

燃料機器、例えばこれはペレットストーブ、ま

きストーブなどということになるわけですが、

これについては設置工事費用総額の３分の１、

これは上限７万円ということを補助することと

しております。６月６日現在で、太陽光発電設

備が２件、まきストーブ１件の交付申請を受け

付けております。今年度当初予算においてはそ

れぞれ10件分の予算措置をしておりますが、今

年度も含め、以降の対応については、交付申請

状況などを勘案しながら対応していきたいと考

えております。 

 次に３点目でございますが、光熱費の削減に

つながるＬＥＤ照明への交換は順調に進んでい

るのかというご質問でございます。 

 平成25年度から実施しております防犯灯のＬ

ＥＤ化事業については、地域の元気交付金や電

源立地促進対策交付金を活用したほか、通常の

修繕により、平成25年度末までに911カ所の防

犯灯をＬＥＤ照明に交換しております。今年度

は国庫補助金の電源立地促進対策交付金779万

円と県補助金の電源立地地域対策交付金440万

円を活用するなどして、640カ所の交換を予定

しております。 

 この防犯灯ＬＥＤ化事業は平成25年度から平

成29年度までの５カ年間を想定しておりますが、

今後新設する予定の防犯灯も含め、今年度末で

全体の52％がＬＥＤ照明になる見込みであり、

今後も電源立地地域対策交付金の活用などによ

りまして、遅くとも平成29年度末までに全ての

防犯灯をＬＥＤ照明に交換できるように推進し

てまいりたいと考えております。 

 なお、今年度末の防犯灯の総数、これは新設

も毎年５基程度新設しておりますので含めます

と、3,027基が今年度末の防犯灯の総数になる

予定でございますけども、うち全体の52％がＬ

ＥＤ化なるということでございますので、

1,584カ所、これがＬＥＤ化なるという見通し

でございます。 

 続きまして、４点目の都市公園の植栽木の手

入れが適時に行われているか、また、安全面か

らの街路樹に不安はないのかというご質問でご

ざいます。 

 まず、こういった都市公園、特にこれは河川

公園なども含めてでございますけども、維持管

理費用、これは道路の維持、市道の維持管理費

なども含めてでございますが、町田議員ご存じ

のとおり、15年間にわたる行財政改革の中で、

特に最後の平成18年から平成22年の集中改革プ

ラン、この５年間の中で、それ以前にも相当維

持管理費は削減してきたのに加えて、このとき

は特にマイナスシーリングをずっと続けてきま

した。マイナス20％シーリング、一律にぼおん

と削って、それからその年はそれにさらに加え

てマイナス５％とかずっとしまして、平成10年

ごろの維持管理費から含めて、もう既に平成22
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年の集中改革プラン終わるころには半分、ある

いは３割ぐらいまで減っている維持管理費など

もあったということで、ご指摘のとおり、大変

公共施設などの維持管理もほとんど経費をかけ

ずに放置していたと、放置せざるを得なかった

という状況がございました。23年以降、順次少

しずつ正常な形に戻そうということでプラスし

てきておりますが、まだまだ15年前とか20年前

から比べると維持管理費が少ない状況ではない

のかなというふうに思っておりまして、これら

については適正な維持管理費の確保に今後とも

努めてまいりたいと思います。 

 ご質問のところでございますが、都市公園は

それぞれの用途から、あやめ公園と松ヶ池公園、

これはつつじ公園のところですが、ここは観光

振興課で管理しております。四ツ谷公園、清水

町公園、幸町南公園は子育て支援課、寺東中央

公園と最上川河川緑地公園はまち・住まい整備

課で管理を担当しております。平成24年度に行

った公園長寿命化計画の健全度調査対象となっ

た遊具や街灯、ベンチなど、調査対象になった

ものは公園長寿命化対策支援事業を活用し、計

画的に修繕を図ってまいりますが、日常におい

ても各所管での点検を充実させまして、安全を

確保してまいります。ご質問の樹木は事業の対

象になっていないということなんですが、議員

のご指摘を受け、各所管において適正な公園管

理の保持と安全の確保のための維持管理を行っ

てまいりたいと思います。 

 そこで、観光振興課管轄の部分をお答えした

いと思います。松ヶ池公園やあやめ公園の樹木

の中には、ご指摘のとおりかなり大きくなって

いる木もございます。ボランティアや造園業者

などで毎年剪定や枯れ枝の処理などを行ってい

ただいてます。現在も、あやめ公園の松の剪定

作業が進行中でございます。また、倒木の可能

性のある樹木は、予算を確保して伐採などを行

っています。ことしは図書館前の柳の木が枯れ

かかっておりましたので、一部処理しました。

このように安全面を考慮して管理に努めていま

すが、歴史のある公園なので年数を経た樹木が

多くなり、年々手がかかるようになってまいり

ました。今後はあやめ公園全体の整備が課題に

なってきております。特にあやめ公園の北入り

口部分、南入り口、中央入り口と東口ですか、

そちらについては平成８年からのたしかあやめ

公園の都市公園改造事業で新しく整備し直して

おりますが、北口のほうが整備していないとい

うこともありまして、今後どうするかというの

が都市公園長寿命化での課題の一つかなという

ふうに思ってますが、ぜひ議員にもアドバイス

をいただく機会が出てくると思いますので、い

ろいろご意見を出していただきたいというふう

に思います。 

 現在までは、ことしは少し予算をつけてます

が、議員ご指摘のとおり、あやめ公園とつつじ

公園はボランティアで何年かに１回、植木屋さ

んたちの組合があるわけですけども、その方た

ちのボランティアのときしか、いわゆる床屋に

は行ってないという状況でしたので、これから

はそういったボランティアをいただく方々に加

えて、市のほうでも定期的に整備をしていくと

いう考えであります。 

 次に、今度は建設課サイドのほうの整備の状

況でございますが、現在、市道にはあやめ公園

線など４路線、これはあやめ公園線と幸町中道

線、これはあれですね、百間通りということに

なるかと思いますが、西裏線、時庭駅前線とい

うことで、街路樹が植栽されております。現在

の主な管理といたしまして剪定、これは街路樹

剪定等業務委託料が226万3,000円予算化してお

ります。２点目が雪囲い、植栽松の除草、街路

樹植地除草等業務委託料79万2,000円。そして、

３番目が枝枯れ、枯れ枝、枯れ木、倒木等の伐

採撤去、枯れ葉等の除去などを行っています。

台風や強風の際は道路パトロールを強化いたし
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まして、倒木等の道路障害物撤去など、通行の

安全確保に最大限努めているところでございま

す。また、路線によっては植栽や道路清掃など、

地区や企業のボランティアの協力をいただいて

おります。ここ５年ほど人や車両などに対する

被害はございませんが、ご指摘のとおり、枝が

大きくなり過ぎて管理が困難になっている路線

や根が舗装を隆起させている箇所などもござい

まして、枝の伐採や管理方法について検討し、

適切に対応してまいりたいというふうに考えて

おります。 

 この１番目の質問の最後、（５）の除草剤使

用時代における対応はということでございます

が、道路、水路等ののり面や畦畔への除草剤の

使用については、環境への影響やのり面崩壊の

要因となり、課題になっております。労働力不

足や長いのり面においては草刈りが困難となり、

どうしても除草剤を多用しているというのが、

ご指摘のとおり現状でございます。現在、山形

県では、全県エコエリア構想によりまして、環

境に配慮した環境保全型農業の推進を図ってお

ります。それに伴い、持続性の高い農業生産方

式の導入の促進に関する法律によるエコファー

マーの認定を推進し、環境に優しい農業を進め、

畦畔等の除草においては機械による草刈りを推

進し、圃場内においても農薬や化学肥料を抑え

た栽培により、より安全な安心な農産物の提供

を図ろうとしております。また、農地・水保全

管理支払交付金事業、名称が今年度から変更さ

れ、現在は多面的機能支払交付金事業となって

おりますが、本事業においては、農道や水路の

のり面の草刈りを行った場合、交付金の対象と

なることから、市内各地区で取り組んでいただ

いております。さらには、畦畔の補修において

も交付金の対象となり、積極的に取り組んでい

ただいております。また、農道や水路ののり面

に防草シートを張り、背丈の伸びない植物を植

栽し、除草や草刈りそのものの削減を図ろうと、

試験的にではありますが取り組んでいるところ

でございます。さらには、水路、農道等の維持

管理においても多面的機能支払交付金事業が対

象となるため、維持補修や長寿命化に取り組ん

でいただきたいと思います。ぜひ、町田議員か

らご提言いただきましたように、除草剤につい

ては基本的に使わないというような管理方法を

いろいろ検討していかなければならないという

ふうに思います。 

 続きまして、大きな質問の２点目、ふるさと

祭り東京を見学しての感想ということでござい

ます。 

 まず、感じたことは何か、当市の参加は考え

られないかということで、企画調整課長のほう

が議員からのお勧めもあって、たまたま出張の

時期と重なったため見てきたということを聞い

ておりますが、私のほうからは、長井市の参加

は考えられないかということでお答え申し上げ

たいというふうに思います。 

 このイベントは、日本の祭りとふるさとの味

をテーマとして、毎年１月に東京ドームを会場

に開催される大規模な物産展であり、10日間で

40万人の来場者があるということを、これは町

田議員からもお聞きしたところでございますが、

残念ながら私はこのイベントを訪れたことはあ

りませんが、町田議員から企画調整課へ情報を

いただいた後に、出張で上京した職員が前回の

様子を視察しており、その状況を報告受けてい

るところです。 

 全国各地のご当地グルメの物販が主な内容の

ようですが、東京ドームのグラウンド内に300

前後のブースが並び、いずれのお店も列をなし

てにぎわっていたようです。ステージイベント

では日本各地の有名なお祭りが繰り広げられて

おり、山形の花笠音頭も披露されたとのことで

した。先日、山形市内で行われました東北六魂

祭も大盛況だったようですが、祭りと食を結び

つけたイベントは地域の魅力を広くＰＲする絶
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好の機会であり、地域を訪れてもらうきっかけ

になるというふうに考えます。 

 今年度は長井市の東京事務所開設に向けて準

備を進めているところですが、あわせて長井シ

ティプロモーション推進事業をまち全体で取り

組み、長井の持つ魅力を地域の内外に発信、展

開することとしております。ふるさと祭り東京

への参加につきましても、シティプロモーショ

ンを進める上で総合的に検討いたしまして、関

係者と相談していただきながら判断したいとい

うふうに考えておりますが、私はぜひこれは参

加すべきだと。参加料なども十分元の取れる程

度のものでありますし、東京の地場産センター

の事務所があるということから、物販等も現在、

大田区大森のダイシン百貨店で常設コーナーを

長井市のブース持ってますし、それから、池上

本門寺の朝市も定期的に長井の物販をしており

ますので、長井の協力していただいてる農家の

皆さん、そして地場産センターの皆さんとでで

きると思いますし、また、商工会議所内に地場

食品の協議会があります。これは長井市が江戸

川区民祭に毎年、江戸川区のほうから戦時中に

疎開をしていただいてたということで桑の実会

という会があるんですが、その方たちからの推

薦もあって、もう10数年続けているイベントに

私ども長井市としても参加しておりますので、

その方たちとも相談しながら、ぜひ前向きに検

討してまいりたいというふうに思います。 

 私のほうからは以上でございます。 

○小関勝助議長 谷澤秀一企画調整課長。 

○谷澤秀一企画調整課長 私のほうからは、ふる

さと祭り東京の視察状況、それから、出展に係

る要件などについてご説明させていただきます。 

 ことしの１月18日に、私は拝見しておらない

んですが、イベントを視察した職員のほうから

報告を受けたところでございます。会場への入

場料は有料でございまして、1,500円かかって

いるということでしたが、その当日、土曜日と

いうこともあったようで、相当な人出があった

ということです。主催者側の発表によりますと、

１月10日から19日まで10日間、イベントが開催

されたんですが、合わせて40万8,828人の来場

者があったということでございます。出展の商

品としては、ご当地グルメを中心とした飲食物

がほとんどということでしたが、中には民芸品

や工芸品、そういった販売によって地域の歴史、

文化、そういったものを紹介しているというと

ころもあったということです。出展されている

業者は民間の事業者が大部分を占めているとい

うことで、自治体単独で出展しているケースは

少ないようでしたということです。 

 山形県内からも数店舗出展していたというこ

とですが、特に米沢の事業者さんで米沢牛ステ

ーキ丼というふうなものを出していたところが

非常に人気があって長蛇の列をつくっていたと

いうことで、来場者による投票があったそうな

んですが、全国ご当地どんぶり選手権というと

ころで米沢牛ステーキ丼がグランプリを受賞し

たというふうなことだったようでございます。 

 次回のふるさと祭り東京につきましては、来

年、平成27年の１月９日から18日までの10日間、

やはり同じ東京ドームで開催されるということ

が決定しておりまして、物販の一般ブースの出

展料ですが、税別料金で35万円というふうなこ

とでございます。また、演舞などでステージイ

ベントというものもあるんですが、これは地域

の伝統文化を紹介するようなよい機会となると

ころですが、これについては出演の団体は主催

者側が決定しているということで、一般からの

出展は受け付けていないということでした。 

 そして、先ほど市長のほうからもありました

ように、今年度から新たに進めております長井

シティプロモーション推進事業、長井の魅力を

首都圏に売り込むという事業でございますが、

これには市民、ＮＰＯ団体、商工会議所や観光

協会、企業、行政などがそれぞれの担うべき役
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割を認識しながら、協働した取り組みを進める

ということにしておるところでございます。ふ

るさと祭り東京のイベント内容をこういった関

係者の方々へも情報提供しながら、長井市を売

り出し、知名度を上げるための手法の一つとい

うふうなことで、今後も一緒になって協議して

まいりたいなというふうに思うところです。以

上でございます。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 答弁をいただきまして、

ありがとうございます。 

 ２番のほうから再質問をさせていただきます

けども、私も実際この状況をこの目で見ている

わけでないので、非常に説得力に欠ける質問で

自分自身情けないなと思っているんですけども、

テレビで紹介した時点で余りにもあの迫力にび

っくりして、本当に自分も行きたいなと思った

くらいでしたので、たまたま企画調整課長と観

光振興課長に出会うことができましたので、そ

のときお話をして、それに乗っていただいたと

いうことで、率直にいい祭りだと、宣伝にはも

ってこいだというようなお話を聞いて、来年に

は何かの機会でぜひこの目で見なけりゃいけな

いなというふうに今実感した次第でございます。 

 市長は、私は無理に行けとか、そういうこと

は一切言ってないんで、ただ、長井市のために、

長井市の観光、あるいは長井市を全国に売って

いくんだという姿勢を強調するとか、あるいは

そうした方向で長井をアピールしていきたいと

いうことであるならば、それなりの費用対効果

も十分考えられる状況だということではないの

かなと今思ったんでありますけども、ぜひ市民

の皆さんから賛同いただければ参加していただ

ければよろしいのかなと思ったし、やはり山形

県でも櫛引とか米沢とか、そういったところが

もう行ってるということね、それは現実ですか

ら、やっぱりそれに乗りおくれないということ

は大事なことでないのかなと、そう思っており

ますんで、別に特別１等賞になれとか先頭を切

れということでもないんですけども、やはりオ

ンリーワンだということだけでは長井市を売る

ことはできないんだろうなと、私はそういうふ

うに思っています。やはり先頭に近い集団で行

動しなければいけないものはいけないと、その

ように思っておりますので、この点について市

長からちょっと感想をお願いします。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 やっぱり祭りと食というのがこのイベントの

テーマのようなんですけども、例えば商工会議

所の青年部、あるいは青年会議所などがさまざ

まなこういったお祭りなどには積極的に参加し

て、以前、鍋、県内の出羽ぎゅう汁でしたっけ

か、あれで優勝したように、そういった意欲は

あるわけですね。それをまたさらに進める意味

でも、もちろん私ども長井市内だけで盛り上が

っているのもいいんですが、やっぱり県内とか、

また今度さらに輪を広げて全国ということで、

以前からＢ１グランプリに出れないかというよ

うなことなどもいろいろあったようなんですが、

なかなか出場の、Ｂ１グランプリの場合ですね、

去年、おととしあたりから検討したんですが、

出るまでにはかなりやっぱり乗り越えなきゃい

けない壁があったようで、それに至ってないわ

けですけども、このふるさと祭りは、出場する

やっぱり市民のそういう気持ちがあって、そし

て私どもは地場産センターという素地があるの

で、そちらと、あとは例えば鍋の大会じゃなく

て今回は丼みたいですけども、そういったもの

に挑戦するやっぱり業界の皆さんの意欲があれ

ば十分にいろんな意味で成果を上げられるとい

うふうに思っておりますので、ワンブースが大

体２間半ぐらいの奥行き、結構広いのかなと思

って、私、見ました。ですから、そういった食

品を丼物を出してみたり、あとはプラス地元の

特産品を販売もできますので、ぜひこういった
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ことは必要なのかなと。もし商工会議所の地場

食品の協議会あたりも参加したいと、あるいは

長井市の飲食業組合なんかでも参加したいとい

うことであれば、２ブース借りてやれば結構効

果があると思いますので、そういったことに対

して例えば出展料の一部を市で補助出すぐらい

は議会でもお認めいただけると思いますんで、

こういうことは積極的にやっぱり進めていかな

きゃいけないというふうに思います。 

 幸いにも、雇用創造協議会ということで今、

実践型の雇用創造協議会のほうに東京へのそう

いったプロモーションとか、あるいは新しい地

場食品の特産物の開発などもございまして、そ

れはそれで進めてますが、ことしと来年ともう

１年ありますので、そういったことなども多分

これにかかわることができるんじゃないかなと

いうふうに思ってますので、ぜひ前向きに検討

すべきだと思います。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 生かせるものはやっぱ

り最大限に生かしてほしいなと。そして、行政

が先頭に立つということでなくて、やっぱり長

井市全体でね、民間の力をおかりして市民ぐる

みでそうしたものに取り組んでいくという姿が

非常に大事なことなのかなと今思った次第でご

ざいます。 

 余談ですけども、やはり私、大分長くテレビ

で見させていただいて、例えば青森だったらね

ぶたが出てくるのかなと、そう思っておったで

すけどね、そうでなかったんですよね、八戸の

お祭りが出てきたんですね。八戸のお祭りなん

て知りもしませんでしたので、すごいお祭りが

あったんですね。それが私たちには全然伝わっ

て、まだきてないんですね。そういうことも何

か違った発見ができるのかなと、そんなように

思っております。 

 最初の第３次長井市環境基本計画ということ

で、非常に本来からいえばタイムリーな基本計

画になるわけでありますけども、しかしながら、

10数年来ずっと、20年前から、十五、六年前か

ら出ておるわけでありますけども、なかなか長

井市のような状況の中では、環境に対してはね、

本当に恵まれ過ぎてるということもありまして、

関心の度合いが少なかったのかなと思っており

ますし、私自身も本当に関心を示さなかったと

いうようなことで大反省はしてるんですけども、

ここに来てそんなことを言っていられないなと

いう、お尻に火がついたなという感じでありま

すけども、本当に今の私たちが一生懸命やって

考えていくことも大事なんですけども、これか

ら長井市を担っていただけるような年代の方々

が環境というものに対してさまざまな教養を身

につけていくということは非常に大事なことな

んじゃないのかなと思っておりますし、やっぱ

り教育の中でも考えてほしいなと、そんなよう

に思っております。 

 先ほどさまざまな衛生組合を中心にして啓蒙

活動をされていると。一番手っ取り早いのが講

演会だったんじゃないのかなと思いますけども、

その講演会がここ２年ほど休んでいるよと。そ

の理由はマンネリ化しているのでという、ちょ

っと私的には気になる言葉をいただいて、やは

り環境問題に対する講演会というのは、私は継

続してこそ初めて一つの成果が生まれるという

ことであって、休んではいけないことでないの

かなと、そういうふうに今思っています。特に

やはり環境といってもさまざまな分野の環境テ

ーマがありますので、そういう先生を呼ばるに

したってさまざまな分野のチョイスするとか、

そういうものが考えられないのかなと思ってい

ます。また、財政的に、それは財政負担がある

から大変だということで講演会が休まれている

のか、その点についてちょっとご意見をいただ

きたいと思います。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 マンネリ化してるということの
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答弁をさせていただいたんですが、一つは関係

者だけの集まりだと。衛生組合連合会の役員だ

け、しかも予算がほとんどないということでの

マンネリだというふうに思います。それで、や

はり環境というよりも衛生組合のほうで今まで

は自主的に行っていただいてたんですが、衛生

組合連合会への補助というのも行革の中でほと

んどなくしてしまったので、これもひどい話で

すが、やっぱりそうせざるを得なかったんです

ね。本当に、やっぱり振り返ってみますと大変

だったと思います。特に衛生組合連合会、ちょ

っと別な話なんで恐縮ですが、県の組織まであ

るわけですね。市町村の衛生組合連合会あって、

置賜があって、県があって、県に出る場合は上

納金があるわけですよ。その上納金が入らない

ので長井市だけやめてくださいということを何

年間かお願いしましたんで、そのぐらいやっぱ

り大変だったんですね。ですから、そこのとこ

ろが行革終わった後、少しずつとにかく必要な

ものはつけましょうということで、担当者中心

に検討いただいてますが、まだまだそこが復元

されてないと。あと、行革の中で職員をかなり

減らしたもんですから、多分15年、20年前は担

当の職員がいて、ある程度余裕持ってしてたと。

ところが、今は担当者が前の1.5倍ぐらいの業

務量持ってるんで、そこまで手が回らないとか、

そういう課題があったのかなと。 

 したがって、来年度以降はもう少し、やっぱ

り衛生組合連合会だけではなくて市全体として

考えていくべきだと思いますが、この件につい

て、ちょっと時間いただいて、市民課長のほう

……。いいですか。はい、わかりました。以上

です。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 やはり衛生組合に頼っ

てきたということも別に悪いと言ってるんじゃ

なくて、やっぱりもっと広範囲に、環境問題な

んていうのはそれこそ無限大のテーマなもんで

すから、いろんな団体を捉えてやっていく必要

があると思いますけども、それにつけても、や

はり予算をつけていただかないとどうしようも

ないなということなんでしょう。 

 それで、今、地域に安全・安心推進協議会と

か、そういうものがあちこちに設立されて、長

井市でも75ほどね、できてるんで、お聞きして

おりますので、そういうところにお願いしてい

くとかいろんなことが方法あると思いますので、

前向きに視点を変えて、予算をつけていくとい

う方向でお願いをしたいなと、そんなように思

います。 

 ＬＥＤに関しては順調に計画どおり進んでる

というようなお話でありますので、これはよし

としまして、都市公園の、簡単に言うとつつじ

公園とあやめ公園でありますけども、つつじ公

園に関してはツツジが終わってから、二、三日

前にちょっと眺めてきまして、非常に天気もい

い日だったのでオカリナの練習をしている中年

の男性がいまして、非常によく伝わってきまし

たので私も15分ほど聞き入って、いいなと思い

ました。そんな中で噴水も底が見える状態で、

去年はあそこへ行くとむっとして異臭が漂って

だったというふうに記憶しております。ことし

は非常に底まで見えてきれいで、そして小学３

年生、４年生ぐらいの女の子が２人で、あそこ

のせせらぎではだしになってずっと渡っておっ

たもんですから、去年これできたかって聞いた

ら、去年汚くて入れなかったよなんて楽しそう

に、気持ちいい気持ちいい言うて。ただし、や

っぱりちょっと天を仰ぐと、怖いほどの樹木が、

元気よ過ぎてね、それは市長もわかっているん

でしょうけども、やはり憩いの場になるには、

それなりのちょうどいい状態というのは必要だ

と思うんですよね。ちょうどいい状態。ぜひ視

点を変えて、長井市の集える場所をいい環境に

つくってほしいなと、そういうふうに思いまし

た。 



 

―８９― 

 それから、287号線からあやめ公園まで行く

通りですけども、これは街路樹として管理して

いるのか、いわゆる何々並木とか何々通りって

あるんですよね。例えば仙台の定禅寺通りのケ

ヤキ並木とか、そういうふうな捉え方をしてい

いのか、どっちなんですかね。そこ、市長いか

がですか。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ケヤキ並木というんですかね、

それで何であんな木したんだという、今回、町

田議員のご質問いただいたもんですから、担当

課と関係する課と集まって一般質問の打ち合わ

せをさせていただいてたんですが、なしてあん

がなどこさしたなやと。あそこは緑町と横町に

かかわって、十日町も一部、十日町は入らない

のかな、舟場のほうでは危ないからって切らせ

てもらったわけですね、あれ県道のほうですけ

ども。そしたら、切ったら切ったですごくお叱

りを受けたわけですけども、地元の人たちはと

にかく危険だし管理も大変だということで切っ

たんですが、なぜあんがな木植えたんやと聞い

たら、その当時はできるだけ早く成長する木が

いいということだったんだそうですね。今だと

成長過ぎて困るわけですね。切るにもすごくお

金がかかるということで。 

 あとは町田議員からも以前からも指摘あった、

例えば百間道路の並木なんかは、中が空洞化な

ってね、折れて事故まで起きたわけですけども、

とにかく街路樹の剪定というのは非常に難しい

と。担当課は、これからは街路樹は植えないっ

て、植えたくないって、こう言うわけですね。

それはなぜかというと、管理費がかかる。それ

はおかしいだろうと私は言ったわけですよ。だ

けど、緑は長井はいっぱいあっからいいんだと、

道路なんかは緑なくていいんだと言うんですが、

果たしてどうでしょうか。私は必要だろうと。

ですから、そこんところがですね、さっきの管

理も含めてですが、やっぱり私ども行革をして

きたもんですから、何かあるとすぐ費用対効果

と、こういうようになるわけですね。あと管理

費がかかる。そのとおりなんですが、それと

我々市民から見て本当にほっとする、あるいは、

外から来た人が緑が美しくてというのはやっぱ

り道路沿いなんですよね。そんなことで考えて

まして、あそこが並木というんじゃなくて、で

きるだけ雰囲気のいいまちにしたかったんでし

ょうけども、結果としては大木の並木になって

しまったというのが実態だと思います。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 一概にね、こうしろあ

あしろと言うつもりはさらさらないんですけれ

ども、やはり計画性を持って、こういう方向に

行くんだとか、こういう公園をつくりたいんだ

というようなことを市民の皆さんに発信してい

ただければ、市民の皆さんも10年後はこういう

公園になるなとか、また街路樹もこういうふう

になるなというようなことで楽しみにしている

という部分も出てくると思いますので、そんな

まちづくりを期待させていただいて質問を終わ

りたいと思います。ありがとうございます。 

 

 

 赤間広議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 次に、順位７番、議席番号１番、

赤間広議員。 

  （１番赤間広議員登壇） 

○１番 赤間広議員 公明党の赤間広でござ

います。通告書に従いまして質問をさせていた

だきます。よろしくお願い申し上げます。 

 昨年度、３月と６月の定例会にもご提言をさ

せていただきました。実施すること、ご理解が

得られないまま１年が過ぎてしまいました。ま

ことに残念であり、私の非力さを痛感しており

ます。 




